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「夏がまた来る」 

                                   副校長 廣瀬 尊貴 

「千本の松の間に千個の海のかけらが挟まっていた。 

少年の日、私は毎日それを一つずつ食べて育った」 井上靖 

  

沼津にいました。23歳、社会人として初めての夏休みでした。学生時代から使っていた自転車に

乗り、サイクリングに出かけました。千本浜公園を抜けると、石英をちりばめたように輝く駿河湾

が広がりました。そして、皮膚に突き刺さる太陽のかけら、鼻孔から体中をかけめぐる潮風……。 

程なくして、井上靖の文学碑文の前に着きました。刻まれた一文を目にし、夏を迎える高揚感と

ともに、悔恨と郷愁の思いが顔を覗かせました。私はいったい、いくつの夏を食べてきたのだろう。 

 

昭和４９年 小学校 4年 於：三井楽小学校校庭  「決め球は 何だったのと問う カルピス」 

 8月 2日、地区対抗ソフトボール大会に出場した。僕の港町チームは優勝候補最右翼だった。ピッチャー

はイッザト、ファーストはカズ、ショートはいとこのツグ兄ちゃん、サードはヒー坊。上級生に交じって僕はセカ

ンドを守っていた。監督はイッザトが打ち込まれたときの 2 番手投手と考えていたと思う。僕の決め球は外角

低めの直球とチェンジアップ。調子はすこぶる良かった。 

 大和町との準決勝。1点リードの 6回裏、イッザトが崩れた。２対１で最終回 7回表を迎えた。 

（僕が投げる、絶対抑えてやる）１死２、３塁、絶好の同点のチャンス。カズがバッターボックスに入った。カ

ウントはフルカウント。ファウルで粘った 9球目、外角高めを叩いた。やったーとベンチが総立ちした瞬間、ピ

ッチャーが好捕、サードにつなぎダブルプレー……試合が終わった。 

 優勝が潰えた。ベンチでカルピスを飲んだ。冷たい乳白色の液体がのどにしみた。外角低めで打ち取るは

ずだった。僕は決め球を投げることなく夏が逝った。太陽の光がやけに痛かった。 

 

昭和５５年 高校 2年 於：神奈川県真鶴海岸  「海の色 太陽のしずくも 自分色」 

 真鶴の海岸にいた。美術部で 2 泊 3 日の写生旅行に出かけた。まったく乗り気ではなかったが、親友の

ヤンクシャに絶対良いから来いと口説かれ参加した。油絵の道具はかつて美術部員だった女子に借りた。

（まあ、絵を描くの好きだし、海見たいしな） 

 防波堤にイーゼルを立てて、構図を決めようと思ったが、潮の香りと波光の鮮やかさに魅了され、一向に決

まらない。描き出したのは２日目からだった。アップルジュースで渇きをいやしながら、キャンバスに描いた。

真鶴と五島の海がシンクロした。幾度となくデ・ジャヴーに包まれた。その夜、顧問のタモン先生は僕の絵を

トリップしていると評した。褒められていたのか、こきおろされていたのか、未だに分からない。 

 9 月２３日、文化祭で絵を展示した。口の悪いクラスメートは、海は緑なんだと揶揄した。ただ、ヤンクシャだ

けは「俺はいいと思う。感じたことが絵具から出てるんじゃねえの」と褒めてくれた。16 歳の夏が再び輝いた。

私色に染め上げられた真鶴と五島の海は、今でも心に生きている。 

 

 夏がまた来ます。たくさんの陽光と楽しい思い出を堪能して、過ごしてください。ただ、安全に

は注意してください。始業式、充実感でお腹いっぱいになった皆さんの笑顔を楽しみにしています。 

七中だより 



 

 地域の方々と触れ合い、郷土心を育む 

 

6月１３日（日）ほたるの里・三鷹村「水田・隣

接広場」でちびっこ農業体験「田植え」が開催され

ました。本校からは 4名の生徒がボランティアとし

て参加し、公募で選ばれた 100 名の子供たちの補

助をしながら、田植えをしました。曇り空の下、雨

が心配されたところでしたが、地域の方々の指導を

受けながら、一つ一つ慎重に植えていきました。 

地域の方々との触れ合いにより、郷土を愛する心

が一層、芽生えたことと思います。秋の収穫の時期

が大いに楽しみです。 

                            

迅速に、冷静に人命救助にあたろう 

6月 23日（水）・３０

日（水）三鷹市消防署防災救命協会のご指導の

もと、普通救命講習会を実施しました。国内で

は、これまで経験したことのない災害が相次

いで発生しています。いつ災害に巻き込まれ

るとも限りません。人命救助には、あわてず

落ち着いて対応することが大切です。１、2

年生は、消防署員の皆様から、ダミー人形や

AED を使って、心肺蘇生等の方法について

指導を受けました。今回の講習を受けた生徒

には２年間有効の受講証が授与されました。 

 

地球を緑豊かな環境にしよう 

6月２９日（火）～7 月１日（木）の 3日間

にわたり、生徒会本部役員を中心として、緑の

羽根募金活動を行いました。1時間で失われる

森林の面積は東京ドーム約１２７個分、わずか

1分間でも約 2個分というデータがあります。

本部役員の生徒たちは、朝から校門に立って、

登校する生徒に「ご協力おねがいします」と声

をかけました。今回の募金活動で集まった収益

金は 19,991円に上りました。本校の善意は

緑豊かな地球への環境づくりに、大きな役割を

果たすことでしょう。 

普通救命講習会 

緑の羽根募金活動 



 

地域の力を児童・生徒の学びへ 

今年度の「おおさわ学園基本方針」の柱の 1つ

に「社会に開かれた教育課程の実施」があります。

学園では「地域人財・資源の発掘と活用」～地域

の力を児童・生徒の学びへ～をテーマとして、学

習活動の改善・充実を図っています。本校は 6月

２９日（火）国際基督教大学（ICU）岡村秀樹先

生と学生の皆様をお招きし、理科の出前授業を実

施しました。光を七色に分ける、DNA を抽出す

る、豆腐を作る等の実験をしました。身近な事象

を科学することにより、豊かな学びへとつながっ

たことでしょう。 

 

確固たる自分の生き方を 

人工知能（AI）の発達は私たちの生活に大きな

変化をもたらしています。ビジネス社会におい

ても急激な変革が起きています。 

6月 30日（水）2年生は、パナソニック（株）

PBSS 経理財務部の梅垣菜穂氏を外部講師とし

て、「私の生き方発見プログラム」の授業を行い

ました。オンラインで大阪と三鷹をつないだ遠

隔授業でした。「グーチョキパーゲーム」を行っ

たり、「15 年後のなりたい自分」をテーマにワ

ークタイム発表をしたりと、実に充実した内容

でした。 

 

Change・ Chance・ Challenge 
 

7月 2日（金）漢字検定を実施しまし

た。CS 検定実行委員会の皆様のご協力

のもと、級ごとにそれぞれの教室に別

れ、検定を受検しました。今回は準 2級

をはじめとして８級まで、多くの生徒が

挑戦しました。デジタル機器の普及によ

り、若年層の活字離れが問題になってい

る昨今、日本の国が世界に誇れる文化である漢字を習得し、思考力や判

断力、表現力をさらに伸ばしてもらいたいと願っています。 

漢字検定に挑戦です。 



納税は国民の義務なのです。 

 

 

7月 9日（金）３年生は、菅原由実香氏をはじめ

とする税理法人 SVC の皆様をお招きし、租税教室

を実施しました。私たちの生活を支えている税金。

講義では、講師の先生から、税金がどのように使わ

れているか等を分かりやすく教えていただきまし

た。また、どのようにお金を集めることが正しいの

か等について、話し合うことにより、健全な金銭感

覚を身に付けることの大切さを学ぶことができまし

た。 

夏季休業中の学校について 

◎学校閉庁日…８月９日（月）～１３日（金）※この期間は来校、電話のお問い合わせには対応できません。 

◎部活動について…緊急事態宣言の延長【８月２２日（日）まで】により、下記のとおりになります。 

 〇土日祝日と同じ扱いとし、活動は週４日以内、１日２時間以内とします。 

 〇詳しい部活動の予定は、今後各部の顧問から配布される活動計画表をご覧ください。 

≪８・９月の主な行事予定≫ 
【８月】 

２５日(水) 始業式 

２７日(金) 中学校授業見学・部活動体験６年 

３１日(火) 部活動体験６年→９月７日に変更

になりました 

【９月】 

１日(水) 避難訓練 

６日(月) 生徒会役員選挙 

（①⇔⑥ ⑥②③④⑤選） 

７日(火) 部活動体験② 

８日(水) 学園研 

⑤カット（①②③④ 給食あり） 

１６日(木) 第２回定期考査 

（英・理・技家・美 給食なし） 

１７日(金) 第２回定期考査 

（国・社・数 給食なし） 

２１日(火) 専門委員会 

２４日(金) 中央委員会 

      スピーキングテスト(３年) 

２７日(月) 全校朝礼 

３０日(木) E 組マラソン大会 

         

 

夏季休業中の相談窓口について 
 
新型コロナウイルス感染症対策として、

通常とは異なる状況の中、夏季休業を迎え
るにあたり、様々な不安やストレスを抱え
る生徒や、保護者の経済状況の変化等によ
り、家庭における状況が悪化する生徒が増
えていくことが懸念されます。 
また、近年、長期休業日明け前後に、新

たな学期を迎える不安から、登校の意欲を
失ったり、不適応症状を訴えたりする中高
生が、増加する傾向があります。 
 そこで、不安や悩みを抱えたときに、夏
季休業中の相談窓口として、活用できるよ
う、生徒全員に「不安や悩みがあるときは⋯一人
で悩まず、相談しよう」を配布しました。 
 夏季休業中は学校閉庁日、休祭日を除
き、学校には日直等の教職員が出勤してい
ますので、相談がありましたら、ご連絡い
ただくとともに、上記資料の相談機関にも
ご相談すると、より一層「安全・安心な夏
季休業中の生活」につながることと思いま
す。 
 

※新型コロナウイルス感染症についてのお願い 

夏季休業中、ご家庭において、ご家族が

感染者または濃厚接触者になった場合は、

速やかに学校へご連絡ください。 

税金について学ぶ 


